
第３６回 えり高祭

７月13日～15日の３日間にわたり、えりも高校学校祭が行われました。

１日目は、体育的内容として「体育祭」が町民体育館で開催。

２日目以降は、文化的内容として校内を一般開放し、クラス毎に体験型

催事等を実施。町の中心部を歩いた行灯行列は、多くの町民で賑わいま

した。 ※写真は灯台公園で行灯を入れて写した全校生徒の集合です。
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◎
令
和
４
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
億
４
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
等
の

一
部
を
積
立

・
映
画
製
作
推
進
費１

１
０
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
を
協
賛
負
担
金
と
し
て

製
作
準
備
委
員
会
へ

◎
令
和
５
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金

２
３
０
万
円

東
洋
地
区
の
歌
露
和
太
鼓
会

「
西
風
」
に
対
す
る
和
太
鼓

等
の
購
入
費
用
の
補
助
金

（
財
源
は
全
額
「
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」

よ
り
助
成
）

・
物
価
高
騰
重
点
支
援
事
業
補

助
金

農
業
振
興
費

５
６
０
万
円

林
業
振
興
費

２
０
万
円

水
産
業
振
興
費４

１
２
７
万
円

商
工
振
興
費

１
３
８
８
万
円

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
事

業
者
に
対
す
る
補
助
金

・
水
産
業
振
興
費

４
５
万
円

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
吸
収
量
の
調
査
費

用
・
真
ツ
ブ
海
水
冷
却
装
置
等
整

備
事
業
補
助
金

８
０
０
万
円

真
ツ
ブ
の
生
態
研
究
に
必
要

な
海
水
冷
却
装
置
整
備
事
業

の
補
助
金

え
り
も
町
乳
幼
児
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
（
本
年
８
月

診
療
分
よ
り
適
用
）

改
正
内
容
の
概
要
（
一
部
抜
粋
）

〇
助
成
対
象
を
「
中
学
生
」

ま
で
拡
大

①
医
療
費
助
成
対
象
範
囲
拡
大

・
医
療
費
助
成
に
係
る
所
得
要

件
の
撤
廃

・
助
成
対
象
を
中
学
生
ま
で
に

拡
大

〇
カ
ー
ド
提
示
で
窓
口
負

担
な
し
へ

②
医
療
機
関
等
窓
口
に
お
け
る

支
払
手
続
き
の
簡
略
化

・
医
療
機
関
窓
口
で
受
給
者
証

（
カ
ー
ド
）
提
示
に
よ
り
、

医
療
保
険
適
用
分
窓
口
負
担

を
要
さ
な
い
方
式
を
導
入

・
町
窓
口
に
お
け
る
「
子
育
て

応
援
券
」
交
付
は
廃
止
し
、

医
療
費
助
成
に
係
る
手
続
き

を
簡
略
化

・
え
り
も
町
人
権
擁
護
委
員
の

選
任

新
浜

北
村

和
也

新
任

・
え
り
も
町
農
業
委
員
の
選
任

東
洋

藤
井

隆
宏

笛
舞

能
登

浩

大
和

沼
舘

信
夫

歌
別

佐
々
木
克
也

歌
別

寺
井

文
秀

東
洋

髙
橋

祐
之

本
町

中
村

幸
子

大
和

石
川

昭
彦

東
洋

神
田

隆
人

現
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

る
も
の

第
１
回
臨
時
会

・
え
り
も
町
公
平
委
員
の
選
任

大
和

木
村

徳
美

新
任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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補
正
予
算

人

事

条
例
改
正

物
価
高
騰
に
直
面
す
る

事
業
者
に

総
額
６
０
９
５
万
円

を
補
助

人

事



問

竹
内

議
員

介
護
保
険
料
の
見
直
し

が
来
年
度
に
迫
っ
て
い
る
。

年
金
生
活
者
は
、
年
金

受
給
額
に
ほ
ぼ
増
減
は
な

く
、
昨
今
の
物
価
高
に
加

え
、
６
月
か
ら
の
電
気
料

金
値
上
げ
な
ど
、
３
年
前

と
比
較
し
生
活
実
態
は
実

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

①
来
年
度
の
介
護
保
険

料
見
直
し
（
負
担
軽
減
）

に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
か
。

②
来
期
の
見
直
し
に
向

け
、
支
払
準
備
基
金
の
状

況
は
。
基
金
取
り
崩
し
だ

け
で
は
保
険
料
の
抑
制
が

難
し
い
場
合
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
も
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
。

答

保
健
福
祉
課
長

①
第
９
期
保
険
料
の
算

定
に
当
た
っ
て
は
、
第
一

号
被
保
険
者
負
担
割
合
の

状
況
な
ど
保
険
料
算
定
の

各
種
条
件
を
踏
ま
え
つ
つ
、

支
払
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
と
い
っ
た
手
法
も
含
め
、

可
能
な
限
り
基
準
月
額
保

険
料
の
抑
制
を
目
指
し
て

算
定
し
た
い
。

な
お
、
基
金
を
一
定
額

取
り
崩
す
こ
と
で
、
基
準

月
額
保
険
料
の
抑
制
が
可

能
と
考
え
て
い
る
。

②
令
和
４
年
度
末
に
お
け

る
基
金
残
高
は
５
千
万
円

程
で
あ
る
。

一
般
会
計
等
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
前
提
と
し
た
保

険
料
算
定
は
、
会
計
検
査

院
か
ら
「
負
担
の
公
平
性

を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
」

と
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
、
難
し
い
と
考
え
る
。

問

嵯
峨

議
員

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
方
向
性
は
、
前
回
議
会

の
答
弁
で
耐
用
年
数
を
迎

え
る
17
年
後
を
目
途
に
検

討
を
進
め
る
と
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
新
規
に
施
設

建
設
の
計
画
が
な
い
と
考

え
て
よ
い
か
。

現
在
の
施
設
で
は
階
段

の
上
り
下
り
が
困
難
な
方

は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
施
設
建
設
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
は
ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
る
か
。

答

社
会
教
育
課
長

こ
れ
ま
で
計
画
的
に
改

修
を
行
っ
て
い
る
。
建
設

計
画
は
、
耐
震
化
を
含
め

た
改
築
も
検
討
し
て
い
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設

建
設
は
、
現
在
の
施
設
で

は
耐
震
化
に
多
額
の
費
用

が
掛
か
る
た
め
大
き
な
課

題
が
あ
る
。
階
段
の
上
り

下
り
が
困
難
な
方
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
職
員
が
声

を
か
け
、
支
援
し
寄
り
添

う
と
と
も
に
、
階
段
付
近

に
介
助
す
る
旨
を
掲
示
し
、

催
事
案
内
に
も
記
述
す
る

な
ど
の
見
え
る
化
を
し
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
心

が
け
て
い
く
。

新
築
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

耐
用
年
数
が
あ
と
17
年
で

あ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

町
社
会
教
育
中
期
計
画
や

町
総
合
計
画
で
方
向
性
を

示
し
て
い
く
。

再
質
問

嵯
峨
議
員

照
明
な
ど
の
不
具
合
も

あ
る
が
。

答

社
会
教
育
課
長

部
分
改
修
で
は
間
に
合

わ
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
い

る
。
中
期
財
政
計
画
等
、

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
出

来
る
範
囲
で
進
め
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜3＞

保険料月額の
抑制を目指したい

介護保険料の見直しは

竹内孝文議員

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期
待を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたっ
て執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

高
額
な
介
護
保
険
料

の
負
担
軽
減
を

福祉センターの改修と
新築のビジョンは

耐用年数を視野に
耐震化を含めた改築を検討

嵯峨直樹議員

階
段
前
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
「
介
助
す
る
」

旨
の
案
内
版



問

橋
本

議
員

当
町
の
保
育
所
は
保
育

士
不
足
に
よ
り
、
保
育
が

受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

出
て
い
る
。
対
策
が
急
務

と
考
え
る
が
。

①
保
育
士
応
募
資
格
に

40
歳
以
下
の
年
齢
制
限
が

あ
る
が
、
50
歳
以
下
に
緩

和
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
町
内
で
保
育
士

資
格
を
持
っ
て
い
る
方
や

こ
れ
か
ら
保
育
士
を
目
指

す
方
が
い
な
い
か
を
調
査

し
て
は
ど
う
か
。

②
国
は
保
育
士
不
足
解

消
の
た
め
、
配
置
基
準
の

緩
和
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
施
行
の
「
保

育
所
に
お
け
る
保
育
士
配

置
の
特
例
」
で
は
、
子
育

て
支
援
員
修
了
者
や
保
育

士
と
近
接
す
る
職
種
の
幼

稚
園
・
小
学
校
・
養
護
教

諭
が
活
用
可
能
で
、
特
例

を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

町
民
生
活
課
長

中
央
保
育
所
の
０
歳
児

及
び
２
歳
児
の
ク
ラ
ス
で

保
育
士
不
足
に
よ
り
、
待

機
児
童
が
出
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、
大
変
心

を
痛
め
て
い
る
。
今
後
、

手
厚
い
人
材
確
保
事
業
を

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

①
現
状
を
鑑
み
、
年
齢

要
件
を
緩
和
し
た
い
。

資
格
保
有
者
は
一
定
数

把
握
し
、
実
際
に
声
掛
け

を
し
て
い
る
が
、
家
庭
の

事
情
等
に
よ
り
難
し
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

保
育
士
を
目
指
す
方
の

調
査
は
、
人
材
を
確
保
す

る
上
で
候
補
者
を
把
握
す

る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
、
実
施
を
検
討
し
た

い
。②

特
例
は
、
待
機
児
童

を
解
消
し
、
受
け
皿
拡
大

が
一
段
落
す
る
ま
で
の
緊

急
的
・
時
限
的
な
対
応
と

し
て
幼
稚
園
教
諭
等
を
保

育
士
に
代
え
て
活
用
可
能

で
あ
る
。

幼
稚
園
教
諭
は
３
歳
児

以
上
、
小
学
校
教
諭
は
５

歳
児
を
中
心
に
保
育
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
な
ど
の

推
奨
要
件
が
あ
る
が
、
実

施
に
向
け
、
北
海
道
と
調

整
し
て
い
き
た
い
。

問

橋
本

議
員

最
近
、
道
内
で
外
国
資

本
に
よ
る
土
地
売
買
が
見

受
け
ら
れ
る
。

近
隣
で
は
、
十
勝
地
方

の
幌
尻
岳
の
ふ
も
と
を
、

外
国
人
と
見
ら
れ
る
関
係

者
が
買
い
取
っ
て

お
り
、
管
内
で
も

同
様
の
事
例
が
発

生
し
て
い
る
と
聞

き
、
不
安
を
感
じ

て
い
る
。

道
は
、
外
国
資

本
に
よ
る
道
内
の

水
源
地
買
収
を
監

視
す
る
た
め
、
平

成
24

年
４
月
、
水

資
源
保
全
条
例
を

施
行
し
た
。

①
水
資
源
保
全

地
域
の
登
録
や
土

地
売
買
を
監
視
、

規
制
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

②
当
町
に
外
国
人
・
外

国
資
本
か
ら
の
国
土
利
用

計
画
法
の
届
出
は
あ
る
か
。

答

企
画
課
長

①
町
内
の
水
源
は
、
す

べ
て
道
有
林
の
水
源
涵
養

等
保
安
林
で
、
海
外
資
本

に
よ
る
土
地
の
取
得
は
こ

れ
ま
で
な
い
。

土
地
売
買
の
監
視
は
、

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
面
積
は
、
国
土
利
用
計

画
法
で
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
何
ら
か
の
対
応
を
す

る
必
要
が
あ
る
事
案
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

都
度
、
適
切
に
対
応
す
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

②
過
去
に
当
町
に
提
出

さ
れ
た
届
出
の
中
に
、
外

国
人
や
外
国
資
本
が
契
約

当
事
者
と
な
っ
て
い
る
も

の
は
な
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜4＞

橋本維応議員

保育士募集の
条件緩和を

募集条件を緩和し
特例の活用も検討

当
町
の
豊
か
な
水
資
源
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
土
地
売
買

の
監
視
が
引
き
続
き
必
要
で

は
な
い
か

外国資本による町内の土地売買は

売買の事例はないが注視する

保育士が不足している
「中央保育所」



問

中
野
議
員

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
昨
年
度
４
億
円
台
と

多
い
時
の
半
分
以
下
と
な
っ

た
。ふ

る
さ
と
納
税
を
回
復

さ
せ
る
た
め
に
、
現
在
、

大
量
に
獲
れ
て
い
る
オ
オ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
返
礼
品
に

す
る
よ
う
漁
協
に
協
力
を

依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
に
と
っ
て
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
思
う

が
。

答

産
業
振
興
課
長

え
り
も
漁
協
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
取
扱
い
は
、
ツ

ブ
類
や
昆
布
な
ど
が
あ
る

が
、
一
昨
年
の
赤
潮
以
降
、

ツ
ブ
類
が
用
意
で
き
な
い

た
め
、
昆
布
が
メ
イ
ン
の

返
礼
品
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
え
り
も
町
に
お

い
て
オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が

大
量
に
獲
れ
て
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
報
道
さ
れ
、
漁

協
直
売
所
は
連
日
カ
ニ
を

求
め
る
人
で
賑
わ
っ
て
い

る
。町

で
は
漁
協
に
対
し
オ

オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
活
用

で
き
な
い
か
お
願
い
し
て

い
る
が
、
現
状
で
は
漁
協

の
加
工
施
設
や
マ
ン
パ
ワ
ー

に
限
界
が
あ
り
難
し
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

漁
協
に
は
、
オ
オ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
だ
け
で
は
な
く
他

の
魚
種
を
含
め
て
、
協
力

を
依
頼
し
て
お
り
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
と
返
答

を
得
て
い
る
。

答

大
西
町
長

漁
協
も
色
々
な
協
力
を

し
て
く
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
当
町

の
大
き
な
財
源
で
あ
る
の

で
、
少
し
で
も
返
礼
品
を

増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
い

う
思
い
で
、
担
当
課
で
町

内
の
企
業
に
足
を
運
ん
で

協
力
依
頼
を
し
て
い
る
。

問

中
野

議
員

人
口
減
少
が
加
速
し
て

い
る
中
、
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
増
員
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
町
の
協
力
隊
は

４
名
で
、
３
名
が
映
画
製

作
、
１
名
が
観
光
に
携
わ
っ

て
い
る
。

協
力
隊
の
多
い
町
で
は
、

東
川
町
が
64
名
、
厚
真
町

が
34
名
、
ニ
セ
コ
町
が
28

名
で
あ
る
。

当
町
も
将
来
、
昆
布
漁

な
ど
の
漁
業
や
農
業
に
携

わ
る
人
を
募
集
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
従
事
者
の
減

少
は
止
め
ら
れ
な
い
と
思

う
が
。

答

企
画
課
長

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
、
任
期
は
概
ね

１
年
以
上
３
年
以
下
と
な
っ

て
い
る
。

町
内
で
は
４
名
の
協
力

隊
が
活
動
し
て
お
り
、
今

後
も
様
々
な
面
で
活
用
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

以
前
か
ら
活
動
し
て
い

る
協
力
隊
か
ら
は
、
任
期

終
了
後
も
町
に
住
み
続
け

た
い
と
の
話
も
あ
り
、
引

き
続
き
受
け
入
れ
環
境
を

整
え
、
定
住
、
定
着
を
進

め
る
取
り
組
み
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答

産
業
振
興
課
長

道
内
で
も
協
力
隊
を
活

用
し
、
新
規
の
農
業
や
漁

業
の
就
業
者
の
活
用
を
し

て
い
る
自
治
体
は
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
定
住
に
結
び

付
け
る
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

一
つ
の
例
と
し
て
、
昆

布
漁
業
、
沖
合
漁
業
、
定

置
網
漁
業
な
ど
を
結
び
つ

け
、
周
年
で
収
入
を
得
る

こ
と
が
定
住
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
次
産
業
に
お
い
て
も

事
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

今
後
、
急
激
に
事
業
者
が

減
少
す
る
の
は
目
に
見
え

て
い
る
現
状
で
は
、
新
規

就
業
者
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
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オオズワイガニを
ふるさと納税の返礼品に

加工施設やマンパワーの
問題があり難しい

中野公浩議員

報
道
等
に
よ
り
連
日

大
賑
わ
い
だ
っ
た
漁

協
の
直
売
所

地域おこし協力隊の増員を

協力隊の活用方法や
定住の取り組みも検討

コ
ン
ブ
ボ
ー
ト
ク
ル
ー

ズ
等
で
活
躍
す
る
協
力

隊
の
鈴
木
亜
室
さ
ん



問

髙
松

議
員

帯
広
市
の
医
療
機
関
で

定
期
的
に
治
療
を
受
け
る

町
民
が
相
当
数
存
在
し
、

多
く
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

で
は
な
く
、
自
家
用
車
を

自
分
で
運
転
し
、
あ
る
い

は
家
族
等
に
頼
ん
で
通
院

し
て
い
る
。

「
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
」
と
い
う
制
度
を
活
用

し
、
週
に
数
回
、
乗
り
合

わ
せ
で
送
迎
す
る
新
た
な

交
通
手
段
を
検
討
す
る
た

め
、
町
民
の
需
要
を
調
査

し
、
実
証
運
行
に
向
け
て

協
議
し
て
ほ
し
い
。

答

企
画
課
長

多
く
の
町
民
が
通
院
や

買
い
物
で
帯
広
へ
出
か
け

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
は
自

家
用
車
を
利
用
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
交
通
空

白
地
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
既
存

の
公
共
交
通
が
な
い
こ
と

が
前
提
で
、
民
間
の
バ
ス

路
線
が
運
行
さ
れ
て
い
る

帯
広
へ
の
交
通
手
段
と
し

て
、
同
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
は
基
本
的
に
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。

地
域
住
民
の
足
を
確
保

す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、

大
き
な
負
担
も
伴
う
の
で
、

現
在
策
定
中
の
「
日
高
地

域
公
共
交
通
計
画
」
で
協

議
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

髙
松
議
員

既
存
の
公
共
交
通
が
あ
っ

て
も
、
帯
広
へ
の
通
院
に

住
民
が
利
用
し
て
い
な
け

れ
ば
「
十
分
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
い
地

域
」
に
該
当
し
、
「
既
存

の
公
共
交
通
が
な
い
こ
と
」

は
前
提
と
は
な
ら
ず
、
同

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
再
考
願
い
た
い
。

問

髙
松

議
員

５
月
に
実
施
し
た
昆
布

お
か
ま
わ
り
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

今
年
の
昆
布
採
取
が
間

近
に
迫
る
中
、
少
し
で
も

お
か
ま
わ
り
不
足
を
解
消

す
る
た
め
に
、
町
内
や
近

隣
町
の
労
働
力
を
フ
ル
活

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。各

昆
布
採
取
業
者
か
ら

速
や
か
に
求
人
情
報
を
提

出
し
て
も
ら
い
、
「
求
人

一
覧
」
と
「
お
か
ま
わ
り

不
足
解
消
の
た
め
の
お
願

い
」
の
二
つ
の
文
書
を
役

場
、
郵
便
局
、
信
用
金
庫
、

小
中
高
校
、
自
衛
隊
、
魚

釣
り
な
ど
へ
配
布
し
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
る
べ

き
と
考
え
る
が
実
行
性
は
。

答

産
業
振
興
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
対

象
者
は
４
２
７
人
で
「
お

か
ま
わ
り
が
足
り
な
い
」

と
回
答
し
た
人
は
１
９
７

人
で
あ
っ
た
。

延
べ
不
足
人
数
は
４
２

７
人
と
な
り
相
当
数
の
お

か
ま
わ
り
が
不
足
し
て
い

る
実
態
が
わ
か
っ
た
。

ま
ず
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
利
用

し
て
、
お
か
ま
わ
り
の
求

人
情
報
を
周
知
し
、
各
施

設
へ
の
配
布
も
検
討
し
た

い
。

不
足
者
数
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帯広市への通院等に
新たな交通手段を

バス路線があるので
基本的に実施できない 髙松亮裕議員

昆布おかまわり不足
アンケートの結果と今後は

延べ不足人数４２７人
各施設へ求人情報の配布も検討

※
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
と
は

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
み
で
は
十
分
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
な
い
地
域
等
で
、
住
民
等
の
日
常
生
活
に
お
け

る
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
国
の
登
録
を
受
け
た
市

町
村
や
非
営
利
団
体
等
が
自
家
用
車
を
用
い
て
有
償
で
運

送
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
車
両
や
マ
イ
カ
ー
を
住
民
が

運
転
し
送
迎
す
る
こ
と
も
可
能
で
二
種
免
許
は
必
要
な
い
。

７
月
８
日
、
昆
布
採
り
解

禁
の
歌
別
地
区
。
未
解
禁

の
地
区
か
ら
多
く
の
応
援

が
あ
っ
た
が
・
・
・

不 足 状 況 回答数 延べ不足数

１人足りない ３５人 ３５人

２人足りない ９７人 １９４人

３人足りない ５６人 １６８人

４人足りない ６人 ２４人

６人足りない １人 ６人

無 回 答 ２人 ０人

合 計 １９７人 ４２７人
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令
和
５
年
度
の
「
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
」
が
、

７
月
４
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
白
石
区

東
札
幌
）
で
開
催
さ
れ
、
当

町
の
議
員
10
名
を
は
じ
め
、

道
内
１
４
４
町
村
か
ら
１
５

０
０
名
余
り
の
議
員
と
事
務

局
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
ひ
ょ

う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究

機
構
理
事
長
・
五
百
旗
頭
真

（
い
お
き
べ
ま
こ
と
）
さ
ん

の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の

世
界
と
日
本
」
、
政
治
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
田
﨑
史
郎
さ
ん

の
「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」

の
２
つ
の
講
演
を
聴
き
ま
し

た
。五

百
旗
頭
真
さ
ん
は
、
ロ

シ
ア
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的

背
景
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

至
り
、
何
を
目
的
と
し
て
い

る
の
か
、
ロ
シ
ア
と
中
国
の

連
動
は
あ
る
の
か
、
台
湾
や

尖
閣
へ
の
影
響
、
国
際
的
連

携
の
重
要
性
な
ど
、
幅
広
い

視
点
か
ら
今
も
続
く
戦
況
を

分
析
し
、
今
後
の
日
本
の
国

際
的
役
割
を
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

次
に
、
政
治
部
記
者
か
ら

テ
レ
ビ
の
特
別
解
説
員
を
経

て
現
在
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
田
﨑
史
郎
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
に
政
治
家
と
の
人

脈
を
広
げ
て
い
っ
た
か
、
岸

田
総
理
大
臣
と
は
ど
ん
な
政

治
家
な
の
か
、
衆
議
院
の
解

散
時
期
は
い
つ
な
の
か
な
ど
、

政
治
記
者
歴
44
年
の
経
験
を

も
と
に
、
各
政
党
、
政
治
家

の
特
徴
や
本
質
を
実
際
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交
え
て
話

し
、
大
変
興
味
深
い
内
容
の

講
演
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
講
演
も
非
常
に

わ
か
り
や
す
く
、
様
々
な
視

点
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
回
得
た
内
容
を
今
後
の

活
動
や
学
び
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
え
る
有
意
義
な

研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
大
場
）

７月５日：行政視察 日高町「認定こども園 富川ひばり幼稚園」
７月５日、沙流郡日高町富川の幼保連携認定こども園「富川ひばり幼稚園」を視察した。

同幼稚園は、学校法人富川学園が運営する「富川ひばり幼稚園」と「町立富川二葉保育所」を統合し、

幼稚園の教育機能や保育所の長時間保育の機能を併せ持つ「幼保連携型」の認定こども園として本年４月

１日より運営されている。建設に至る説明を受け、あらかじめ提出していた質問に沿って質疑を行った。

Q 統合計画段階で問題点はなかったか。

A 両施設の建替時期のタイミングが一致していたため、問題はなかった。

Q 町から幼稚園に対して運営費の上乗せはあるか。

A 副食費（4,500円）を徴収しているが、それで賄いきれなかった分について町単費で補助をしている。

Q 統合後、保育所職員が幼稚園に勤務をする例はあったか。その場合職員の身分はそのままか。待遇面の

変更はあったか。

A 保育所の正職員は他の町立保育所に異動し、会計年度任用職員であった６名が幼稚園の契約職員となっ

て勤務している。基本給は若干下がったが、他の手当てで補った。

Q 初任給は町の保育士と比べ差があるか。

A 基本給に大きな差はないが、昇給に差があるため、 生涯年収には大きな開きが出る。

Q 統合により、保育所部分と幼稚園部分で、子供たち

に変化は見られたか。

A 環境変化に不安になっている子供はいたが、２か月

以内に解消した。

Q 今後の課題は

A 保護者の就労状況の変更などにより幼稚部から保育

部への預かり時間の変更があった時、届出の変更手

続きの仕方等の説明が難しい。

玄
関
に
設
置
し
て
あ
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
。

「
レ
ー
ザ
ー
キ
ッ
ズ
」
と

い
う
ア
プ
リ
を
使
用
し
、

出
欠
・
バ
ス
利
用
・
お
知

ら
せ
・
保
育
日
誌
等
の
効

率
化
を
図
り
、
職
員
の
負

担
が
大
幅
に
軽
減
し
た
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ロシアのウクライナ侵略に端を発した世界的な

原材料価格の高騰や円安の影響による燃油・電気

料等の価格上昇に対応するため、町内の事業者に

対し、それぞれの区分により助成を行い支援する。

＜支援内容＞
（1）農業者に対する支援 ２０万円

（2）林業者に対する支援 ２０万円

（3）漁業者に対する支援

ア 昆布採取業者 ３万円

イ アのうち令和５年に採り昆布操業者 ２万円

ウ ３トン未満の漁船漁業者 ５万円

エ ３トン以上５トン未満の漁船漁業者 １０万円

オ ５トン以上の漁船漁業者 ２０万円

（4）商工事業者に対する支援

ア 小売業、卸売業、不動産業、生活関連等 ５万円

イ 個人の製造業・建設業、飲食業 ８万円

ウ 個人の運送業・医療・福祉 １０万円

エ 法人の建設業・製造業 １５万円

オ 法人の運送業・医療・福祉、宿泊業 ２０万円

＜議員の意見＞

議員：農業者に対する支援で、規模にかかわらず

同一金額というのはおかしい。漁業者支援

と同様、規模別等で支援すべきと思うが。

答弁：対応を検討する。

＜調査の概要＞

当町の地域資源であるコンブ及びコンブ漁場を

活用し、北海道開発局、寒地土木研究所、北海道

大学及びえりも漁協と連携して、調査検討会を設

置し、ブルーカーボンによる二酸化炭素吸収量を

調査する。

＜役割分担＞

・えりも町及びえりも漁協

①潜水士によるコンブの生育状況調査

②所有ドローンによるコンブ漁場の空中撮影

・北海道開発局及び寒地土木研究所

ＣＯ２吸収の調査・推計方法に関する技術的な

助言。

・北海道大学大学院

ＡＩを用いた画像処理による効率的な海藻面積

の把握研究。

＜町の考え方＞

この調査の解析等を行い、将来の二酸化炭素排

出権取引の可能性を検討していきたい。

※ブルーカーボンとは：海洋生態系（海藻や海草

等）に吸収される二酸化炭素

物価上昇等に係る事業者等支援事業

全 員 協 議 会 ※紙面の都合により

抜粋して掲載

北電との協議により、高圧線への接続が可能となったことから、以前の計画から一部規模を縮小して実施

したい旨の申し出があり、経産省への申請に必要な町有地の

賃借証明等、町への協力依頼があった。

＜主な計画案＞
事 業 者：ＪＲ東日本エネルギー開発株式会社

名 称：（仮称）えりも町風力発電事業

総 出 力：107,500kw～152,500 kw

風車基数：最大35基（出力により18基～25基程度）

ＪＲ東日本エネルギー開発（株）の風力発電事業計画

風
車
の
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
広
大
な
敷
地

の
旧
肉
牛
牧
場

ブルーカーボン調査の実施
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総務文教常任委員会 委員長 橋本維応

副委員長 神田 修 委員 川村一治

竹内孝文 大場文裕

産業民生常任委員会 委員長 髙松亮裕

副委員長 中野公浩 委員 成田一人

上野陽司 嵯峨直樹

議 長 石川昭彦調査日 令和５年５月３０日（火）

ＧＩＧＡスクール構想は、ＩＣＴ（情報通信技術）を取り入れた新たな教育環境を実現することにより、

教師・児童生徒の力を最大限に引き出そうとするものである。

当町では小中学校は令和３年度から、高校は令和４年度から端末の整備、活用が開始されたが、小中学校

の運用開始から２年を経過し、児童生徒の端末の利用状況と今後の課題を確認するため、えりも小学校の授

業を参観し、校長や端末を扱う教員から話を伺った。

この日、参観した全学年の授業は、最初の30分は通常の教科学習、後半15分

はタブレット端末を使って行われた。普段から授業時間のすべてを使って端末

操作を行うことはなく、従来の黒板とノートを利用した授業が基本とのことで

ある。入学して２か月の小学校１年生でも端末の操作に戸惑う様子は見られず、

難しさは感じられなかった。

今回訪問したえりも小学校と同じく、町内の各学校でも同じように運用され

ていると思うが、同じレベルを継続し、児童生徒の学習効果が一層向上するよ

う役立ててほしいと望むものである。

本事業は、優良な繁殖雌牛を導入するための貸付を行い、農業経営の振興と安定を図ることを目的に平成

29年度より開始された。貸付対象者は、新規就農及び経営規模の拡大を図る者

等、貸付対象牛は、市場で取引された和牛雌牛で、１戸当たり15頭以内などの

制限が設けられている。

しかし、平成25年度より発生したヨーネ病が深刻な広がりを見せ、飼養頭数

が減少し、患畜となった牛が淘汰されたことで、繁殖頭数の減少が続いている。

このような状況から、優良な繁殖雌牛を導入するという当初の目的に代えて、

飼養頭数を維持する方向に検討を進めているところである。本年度はヨーネ病

の全頭検査の実施年のため感染拡大が懸念されており、農業経営の安定化に向

けて、飼養衛生管理を徹底するよう努めてほしい。

<9>

映画「北の流氷」は、えりも岬の植樹によって森と海が生き返った物語が題材になるとして、実現に向け

て４町が中心となって取り組むことになり、本年秋のクランクインが予定されていた。映画の製作費は３億

～３億５千万円、宣伝配給等に１億円を想定しており、総製作費４億～４億５千万円ほどとなる見込みであ

る。しかし、予定していた本年のクランクインは、予算内に収まるように脚本を修正する必要がある等で難

しいという判断に至っていると町担当者から説明を受けた。

本年はロケハン、俳優が登場しないシーンの実景撮影を行い、来年よ

り俳優を入れたシーンの撮影に入る予定で、劇場公開は令和７年が目標

とのことであった。予定が延びる説明を受けたのは残念だが、クランク

インが長引けば町民の興味が薄れていくので、少しずつでも情報を発信

するなど、映画に向けて町民が応援したいという気持ちを持ち続けられ

るような取り組みを期待する。

繁殖牛の増加が当面の課題

映
画
「
北
の
流
氷
」
を
応

援
す
る
会
が
制
作
し
た
応

援
バ
ッ
チ

端末を使用しての授業風景

ＧＩＧＡスクールの現状について

優良繁殖雌牛導入貸付事業について

映画「北の流氷」(仮題)の進捗状況ついて



地
域
お
こ
し
協
力
隊

ふ
た
ば

い
っ
こ
う

二
場

一
光
さ
ん
（
27
）

▼
経
歴
は

神
奈
川
県
横
浜
市
で
生
ま
れ
、

４
歳
か
ら
高
校
ま
で
は
千
葉
市

幕
張
で
過
ご
し
ま
し
た
。

大
学
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

高
評
価
の
北
海
道
大
学
を
目
指

す
も
叶
わ
ず
、
帯
広
畜
産
大
学

へ
進
学
。
大
学
３
年
で
単
位
を

取
り
終
え
、
語
学
留
学
の
資
金

を
貯
め
る
た
め
、
１
年
間
休
学

し
て
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
の
ス
テ
ー

キ
屋
で
働
き
ま
し
た
。

１
０
０
万
円
以
上
を
貯
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
語
学
学
校
で
３

か
月
間
学
び
、
そ
の
後
カ
ナ
ダ

留
学
を
考
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
断
念
し
帰
国
し
ま
し
た
。

▼
え
り
も
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
応
募
し
た
理
由
は

そ
の
後
、
東
京
の
ク
ラ
ウ
ド

キ
ッ
チ
ン
（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専

門
店
）
で
１
年
、
北
海
道
に
戻

り
飲
食
店
で
２
年
働
き
ま
し
た
。

大
学
時
代
か
ら
テ
レ
ビ
局
で

映
像
関
係
の
仕
事
を
し
た
い
と

就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
な
か
な
か

就
職
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
え
り
も
町
で

映
画
製
作
の
求
人
を
募
集
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
応
募
し
ま

し
た
。

▼
映
画
好
き
と
聞
き
ま
し
た
が

１
番
好
き
な
の
は
、
ベ
ン
・

ス
テ
ィ
ラ
ー

監
督
・
主
演
の

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
！
」
と
い
う
、
地

味
な
中
年
男
性
が
世
界
中
を
旅

す
る
様
子
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

に
描
い
た
作
品
で
す
が
、
興
味

の
あ
る
人
は
一
度
観
て
下
さ
い
。

▼
現
在
の
活
動
は

事
業
所
を
訪
問
し
て｢

北
の
流

氷｣

（
仮
題
）
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼

ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
エ
キ
ス

ト
ラ
募
集
の
要
項
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
的
に
は

陸
上
経
験
を
活
か
し
て
、
小
学

生
に
中
・
長
距
離
走
の
指
導
を

週
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

初
め
て
コ
ン
ブ
の
手
伝
い
を

経
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
多

く
の
町
民
の
方
と
交
わ
り
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
と
え
り
も
町
の

こ
と
を
知
り
、
映
画
製
作
や
そ

の
後
の
観
光
振
興
の
た
め
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

(

取
材

髙
松)

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
に

移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各

種
行
事
が
ほ
ぼ
制
限
な
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
「
え
り
も
の
灯
台
ま

つ
り
」
は
、
規
模
が
縮
小
さ
れ
、

メ
イ
ン
は
花
火
大
会
の
み
で
し

た
が
、
本
年
は
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」

も
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
に
ぎ
や
か
な
祭

り
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

今
年
も
屋
台
等
が
出
店
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
今

話
題
の
「
オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」

の
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
る
の

か
も
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

何
よ
り
、
通
常
に
戻
る
「
え

り
も
の
灯
台
ま
つ
り
」
、
天
気

が
良
い
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
竹
内
）
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

竹
内

孝
文

副
委
員
長

上
野

陽
司

委
員

髙
松

亮
裕

中
野

公
浩

嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

５月１９日
日高町村議会議長会役員

会・定期総会（議長）

５月２３日 広報広聴常任委員会

５月３０日
二常任委員会合同所管事務調査

議会運営委員会

６月 ９日 全員協議会

６月１０日 札幌えりも会

６月１４日 議会運営委員会

６月１５日
北海道町村議長会定期総

会・研修会（議長）

６月２１日

第２回定例会

全員協議会

広報広聴常任委員会

７月４～

５日

全道議員研修

・行政視察

７月 ７日
第３回臨時会

全員協議会

７月１１日 広報広聴常任委員会

７月１８日 広報広聴常任委員会

７月１９日 町村議会新任議員研修会

７月２５日 第４回臨時会

議会の動き

小学生に陸上競技の指導
をする二場さん
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